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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　心理学の世界では、脳波や末梢の生理反応を用いて心の状態を測定し解析する手法が用いられる事が多い。
コンピュータの発展により、フーリエ解析など様々な解析も用いられるようになってきた。心理学以外の分
野でも、新たな解析法として生体信号に潜在するカオス（chaos）の定量化、すなわち、カオス解析（chaos 
analysis）を行なうことによって得られるリアプノフ指数（Lyapunov exponent）により、ヒトの生理・心
理状態の推定が行なわれている。中でも、末梢血管における血流量を示す容積脈波（blethysmogram）は簡
便な装置から簡単に測定することができる有用性の高い生理指標であることから、カオス解析の対象として
よく使用されている。容積脈波のカオス解析は人間工学的研究領域における自動車運転時のドライバーの状
態評価をはじめ、作業者の生理・心理状態の推定生理・心理状態の推定に利用されている。
　今西氏は、学部のときには雄山教授（現、名誉教授）の下でカオスの研究に取り組み、実験室事態や現場
での研究を実施してきた。生理反応を計測することから、学部のときから主査のゼミにも出席し心理生理計
測を学習してきた。大学院後期課程では、主査のゼミに所属し研究を続け、今回の学位申請論文を仕上げた。
本論文は、我が国の心理学界で初めて本格的に生理反応のカオス解析を実施し、それを学位論文としてまと
めたものである。
　容積脈波のカオス解析に関する先行研究は応用研究に重点が置かれ、基礎的研究の知見が不足している。
また、現状では容積脈波のリアプノフ指数の生理学的な意味づけがなされていないことから、各研究におけ
る統一的な見解を導くことができずにいた。各実験で得られた結果に対する考察を十分に行うことができな
いことがその原因として考えられる。
　本研究では、解析手法に関する詳細な検討を行っている。先ず実験室内での統制された心理学実験を複数
実施している。また、実際現場での応用研究も実施している。そこで得られた知見を基に一貫した設定値を
用いてリアプノフ指数を算出し、様々な課題遂行中におけるヒトの生理・心理状態について評価している。
これらの多数の研究成果は、国内の学会だけでなく国際学会や、国内外の審査付き論文で発表している。そ
の成果が評価され、本論文にも記載されている自動車運転に関する研究は、外部企業から研究協力を依頼さ
れて実施したものである。容積脈波のカオス解析について、このような体系的な検討を行った研究は、心理
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学の分野だけでなく他にも見られない。
　第Ⅱ部で述べられている研究は、実際の容積脈波の波形を見慣れている医学や人文系の研究者が、どのよ
うな波形の揺らぎがリアプノフ指数に影響するかを、図表的に表したユニークな研究である。数理に熟達し
ていない人には分かりやすい反面、純数理学的にはもう一段深い論議が必要と考えられるが、今西氏の今後
のさらなる研鑽と研究によって解決されると期待できる。
　今回提出された論文内容は、今後、様々な研究者によって容積脈波のカオス解析が行われる際、解析時に
用いられる設定値を統一するなど、整合性のある見解を導き出すための有益な示唆を与えるものになると考
えられる。
　以上、今回提出された論文内容、国内外での学会や実際現場での応用実績、さらに、2010年２月12日に実
施した口頭試問の結果から、今西明氏に、博士学位（心理学）を授与するに相応しいと判断しましたので、
ご報告いたします。
